






湖東地域でみられる階段式石室の形態をとる石室であ

った可能性がある。竪穴住居は残存が良好なもので深

さ約40cmを測る。カマドは竪穴の北壁ないしは東壁に

造り付けられており、造り替えのあるものがみられる。

また、カマドの右傑に貯蔵穴が設けられている場合が

ある。柱穴は検出されておらず、床面を掘り込んで柱

を建て上げる構造ではない。壁溝は細く浅いものが途

切れ途切れに認められる程度であることから、前湿用

に掘られた溝ではなく、壁板材を据え付ける為に掘ら

れたもの、或いは壁板材の圧痕が検出されたものと考

えられる。なお、須恵器円面碗が8世紀の竪穴住居の

床面から出土している。 7t設紀前半に掘削されたとみ

られる大溝はI揺2'"'-"3m、深さ 1m以上を測り、底面

は平坦に掘り上げられている。 7世紀中頃に土石流に

よって半ばまで一気に埋没し、 8世紀中頃にはほぼ埋

まり尽くしたようである。本溝の間部時期と大壁造建

物の年代観が近似するこ4こから、この大溝についても

渡来人に関係した遺構である可能性がある。

(腕滋賀県文化財保護協会平井美典)

検出遺構

18.中世の方形区画を検出
おおいぬい おおいぬい かもた

長浜市大成亥町 大成亥斗毎回遺跡

今回調査を行った場所は本来周知の遺跡、の範囲には

含まれておらず、大成亥遺跡@鴨田遺跡@下坂城跡に

踏まれた遺跡の空白地とされていた。しかし、地元で

はここを「本堂Jと呼んでおり(正確な地名は大成亥

町字上錦戸地先)、寺があったという言い伝えが今も残

っている。そのため福祉施設建設に伴い対象面積4，088

m2に対して穣認調査を行い、その結果をもとに約3，000

dについて本調査を実施した。

本調査は平成 6年12丹から約10ヵ月聞にわたって行

った。鎌倉時代末期頃の塘や、弥生時代中期から末期

の方形周溝墓が検出され、土師皿や背磁器・弥生土器

の警などの出土品を得た。

中世の遺構の主なものとして、幅 2'"'-"4m、深さ約

調査区概略国

1m程度の堀が3条(堀 1'"'-" 3 )と、それとほぼ同時

期に存在し大軍の土師血が一括投棄されていた潜(溝

1 )、方形土坑などがある。堀 lはコの宇状に巡ってお

り、調査毘南側の五井戸川を利用して方形の区酉をつ

くっていたようだ。内側には土塁もあったようだが、

建物跡は検出されていない。

弥生時代の遺構としては方形周溝墓が 8基(墓 1

'"'-" 8 )と、その共有用溝として使われていたと思われ

る溝(溝 2)が l条検出されている。中@近世の遺構

によって破壊されているところが多く全体の様子を把

握するのは困難だが、後世の剖平をあまり受けておら

ず蔵面から良好な状態で遺物が出土している。

調査地が下坂城跡に隣接していることからも、今回

検出された中世遺構は下坂氏に関連する何らかの施設

であった可能性が強い。類例は今後の大成亥町周辺の

調査で確実に増えると予想されるので、この問題は

徐々に明らかにされていくはずである。

(長浜市教育委員会池寄陽一)

19.中世水出跡と盟内最古級のウマ足跡
かだ こんごうじ

長浜市加保町金陣j寺遺跡

金剛寺遺跡は、長浜市南部の加田町に位置する。弥

生時代から鎌倉時代の複合遺跡であり、寺院跡の伝承

も持つ。これまで、県文化財保護協会によって 2但の

調査が行われたが、市教委では今回が第 1回目の調査

となった。調査によって、確認された遺構聞は 2面で

あり、第 1遺構面中世 (13世紀中葉頃)と、第 2遺構

菌吉墳時代(6世紀初頭から中葉頃)である。第 1遺

構聞からは東西に長い麿鋤の潜と、ヒト、ウシの足跡

が検出されたことから、中世水面跡であると判断した。

この水田跡は、麿鋤の溝が東商に長く、条患の方向に

平行であることから、中世の長地型水田であることが

考えられそうである。唐鋤溝は71本検出され、また足

跡の他に成年男子と思われる左手跡も検出した。手は、

大きく開いており、親指から子指まで19cmで、中指か
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